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対馬 に は 本 土 に 産 し な い 生 物 地 理 上 興味 ある 鱗 期 類 が 生息 し て いる . BEC, ツン マウ ラボ ン シ 
Ui, タイ ワン モン シロ チョ ウ が 有名 で ある . RETE, ツン マキ シタ ョ トウ , Hybocampa tokui 
SUGI, フサ オシ ャ チ ホ コ , ワタ ナベ ヒメ エダ シャ ク な どい くつ か の 種 が 知ら れ て いる . ここ に 発表 す 
る 21808 SO E TCR CAS. キイ ロミ ミ モ ン エダ シャ ク は , 瀬戸 内 海上 の 小豆 鳥 で 小豆 島 高 等 
学校 の 生物 部 員 に よっ て 3 年 連続 , エサ キマ ダラ は , 看 川 県 本 土 側 の 比較 的 海岸 近く の 五 剣山 で 採集 
され た . 

今回 対馬 以外 か ら 始め て 記録 され る この 2 種 が 永らく 未 発見 だ っ た の は , その 生息 地 が 低地 の 海岸 
近く に ある と する と , 早く か ら 開 発 が 進行 し て いる の で , 本 来 の 産地 が , ほとん ど 姿 を 消し て し まっ 
て いる か ら で あ ろう . また 一 方 で は , 同好 者 の 峨 類 の 調査 の 足 が , 種類 数 の 多い 山地 に 向い て し ま 
vs 低地 で の 調査 が 不 充 分 で ある こと も ゃ 一 因 で あろ う . 今後 , 低 山 地 の 細か い 調 査 が 行わ れれ ば , 必 
T, 新た な 産地 が 西南 日 本 か ら 発 見 され る 可能 性 が 大 い に 期 待 で きる . 

発表 に 先立ち , 常 日 頃 , 同定 な ら び に 種々 御 教示 を 賜っ て いる 井上 寛 博士 に 心から 感謝 する . また , 
キイ ロミ ミ モ ン エダ シャ ク の デー タ 公 表 を 筆者 に 委 ら れ , 貴重 な 標本 を 恵 手 さ れ た 小豆 島 高 等 学校 生 
物 部 顧問 矢野 重文 先生 , 部 員 の 山口 昌夫 , 上 谷保 則 , 三好 希 君 に 感謝 する . また 一 部 文献 の 援助 を 願 
っ た 中 島 秀 雄 氏 , 写真 の 撮影 を 願っ た 串田 光 祥 氏 に お 礼 申 し 上 げ る . 



































Eilicrinia parvula WEHRLI 
キイ ロミ ミ モ ン エダ シャ ク (Fig. 1) 


本 種 は , 大 陸 系 で 中 国 南部 に 分 布 す る 賊 で ある . 対馬 の 久原 で , 津田 美智 夫 氏 が 1956 年 9 月 9 日 
と う 月 13 日 に 採集 し た 2 の 標本 に 基づき , 井上 (1958) が 原色 日 本 央 類 図鑑 に 発表 し , 井上 (1959) 
の 原色 日 本 昆虫 大 図鑑 に 図示 され た . 対馬 で も その 個体 数 は 少な く , その 後 , 1966 年 に 橋本 芳 幸 氏 採 
集 の 厳原 19, 佐 須 奈 19 (田中 , 1970) と , ご < 最近, 初 の 1 ば (宮田 , 1976) が 得 ら れ た の み で 
あっ た . 

この 珍 ら し い 峨 が 小豆 島 で 小豆 島 高等 学校 の 生物 部 員 に よっ て 採集 され た とい? 意外 な ニュー ス 
は , 昭和 51 年 10 月 15 日 の 朝日 新聞 の 地方 版 で 大 きく 取扱 われ た . 筆者 は 早速 , 同 校 を 訪れ , 本 
種 を 確認 する と と も に , 貴重 な 標本 を あゆ ずり うけ た . Tig. 1 に 示し た 個体 が , その 標本 で あり , 現在 
は 井上 博士 の 許 で 保管 され て いる 。 さらに, 追加 標本 が 採集 され た こと が 再度 朝日 新聞 と に 報道 され た 
(昭和 53 年 7 H IZ RH). 採集 地 は 海岸 線 よ り 30m ほど に ある オリ ー ブ ュ ー ス ホス テル の 水銀 灯 ( 小 
豆 郡 内 海 町 西村 ) で ある . 現在 まで 3 年 連続 し て 次 の 4 個体 が 得 ら れ て いる . 
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1d, 10. IX. 1976 (山口 昌夫 ・ 上 谷保 則 採 集 , 井上 寛 博士 保管 ) ; 1 づ , 1. IX. 1977 (三好 希 採集 , 
生物 部 保管 ) ; 1 づ , 26. VI. 1978 (三好 希 採集 , 筆者 保管 ) ; lex, 3. VIII. 1978 (三好 希 採集 , 三好 保 
E). 

本 種 の 発生 期 は , 対馬 で の デー タ か ら 推 定 す る と 8 月 上 旬 と 9 月 下旬 で ある . また , 小豆 島 で も 2 
月 に 得 ら れ て いる . 1978 年 度 に は 6 月 下旬 に も 得 ら れ て て いる 。 以 上 の 事実 か ら す る と 年 2-3 回 は 発 
生 を 繰り 返し て いる と 思わ れる . 

本 種 の 食 樹 は , すでに 中 島 (1976) に よっ て , 対馬 で Ulmus parvifolia アキ ニレ で ある こと が 確認 
され て いる . アキ ニレ は 九州 か ら 近 畿 地 方 まで 分 布 し , 本 種 の 分 布 と よく 一 致し て いる . 小豆 島 で も 
アキ ニレ は , 海岸 近く に 普通 に 自生 し て お り , と ころ に よっ て は 小 群 落 を 形成 し て いる . こう いう 植 
生 が 今 ま で 本 種 の 生息 を 可能 に させ て いる と 思わ れる . し か し , この よう な 環境 は , すぐ に も ゃ 人為 的 
に 破壊 され る 危険 性 が 高い の で , 発生 地 の 自 然 環境 の 保全 が 強く 望ま れる . 





Fig. 1. Eilicrinia parvula WEHRLI d. Shikoku: Shódoshima, 10. IX. 1976. 
Fig. 2. Clelea esakii Inoue d. Shikoku: Mt. Gokenzan, 29. VI. 1977. 


Clelea esakii YNOUE 
エサ キマ ダラ (Fig. 2) 


本 種 は , 1956 年 8 月 31 A, 対馬 の 厳原 で 津田 美智 夫 氏 に よっ て 採集 され た 1849 の 標本 に 基 
づき , Inoue (1958) に より 記載 され た . 近似 種 と し て , イン ド 産 の C. discriminis SWINHOE が ある . 
また , 井上 博士 の 御 教 示 に よれ ば , よく 似 た 標本 が 台湾 で も 得 ら れ て いる と いう . し か し , TOR, 
国内 で は どこ か ら ゃ 産地 が 知ら れず , 珍 ら し い 種 で ある . 

筆者 は , 香川 県 下 の 高松 市 近郊 の 刀剣 山 (標高 200 m) の 夜間 採集 で 次 の 通り ld を 採集 し た . 前 
閉 に は 弱い な が ら 青 監 色 の 金属 光沢 が 発達 し て お り , 美しい 賊 で ある . 

1d, 29. VI. 1977 五 剣山 : 香川 県 木田 郡 件 礼 町 (筆者 採集 , 井上 寛 博 士 保管 ) . 


最近 , 杉 (1978) は , 峨 の 国内 分 布 の うち 朝鮮 一 対馬 一 瀬戸 内 型 の 峨 を 考え て いる . これ に 属す る 
種 と し て , コマ ル モ ン シロ ガ , コシ ロ オ ビ ド ク ガ , シノ ノ メ シ ャ チ ホ ュ , オオ シン モ フリ スズ メ が ある 
と いう . また , 対馬 特産 種 の 一 部 は , この 型 の 縮 少 し た も の と 考え て いる . 今回 , 対馬 特産 種 と 思わ 
れ て いた 峨 が 瀬戸 内 海 地域 で 発見 され た こと は , 上 記 の 対馬 一 瀬戸 内 海 型 の 考え を 支持 する 1 例 と 見 
る と 興味 深い 事実 と 思わ れる . 
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Summary 


Four males of Eilicrinia parvula WEHRLI were captured at the Island of Shódoshima in Kagawa 
Pref. One male of Clelea esakii INOUE was captured at Gokenzan (alt. 200 m) in Kagawa Pref. in 
Shikoku. Both species had been known only from the Island of Tsushima within Japanese fauna. 
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